
利用者やその家族に寄り添い、「はんどがあ
るから助かる」と言ってもらえる活動を目指し
ています。
　５番目はグリーンコープ生活再生事業を担
い、相談や貸付を行っている、福岡の「生活再
生ワーカーズ・コレクティブ ともに」の報告で
す。設立前は生協の嘱託職員としての活動で
したが、自ら主体的に判断し、経験や知識を
伝え合う必要性を感じ、ワーカーズを設立。法
律専門家や他団体への橋渡しが必要な事案
に対応するため、ファイナンシャルプランナー
や産業カウンセラーの資格取得を目指してお
り、その先駆的な活動が注目されています。
　 最 後 はワーカーズで
はありませんが、ホーム
レス状 態を生 み 出さな
い日本の社会構造をつく
る取り組みとして、現役
女子大学生が立ち上げた

「（N）Homedoor（ホーム
ドア）」。ホームレスの方
たちが持つ技術を生かし
た自転車修理やレンタサイクル等の就労支援
事業、社会的孤立をなくし自分らしく生活する
ことを応援する生活支援事業、ホームレスへ
の偏見をなくすための啓発活動を展開してい
ます。行動力・洞察力・企画力全てに溢れた、
現代の若者のパワーを目の当たりにしました。	
	 　　　  【報告：古野幸子（ふわっと）】

　W N J
※

代表 宮野洋子さんの挨拶で始まった
全体会。トップバッターは 2013 年３月に、東日
本大震災被災地の大船渡市で立ち上げた「ワー
カーズコレクティブ ぷろ３」より、支援者と被災
住民のニーズをつなぐ「地域活性化のための
コーディネイト事業」の報告がありました。
　続いて、「（N）北海道子育て支援ワーカーズ」
の岡田光子さんによる報告。地域のワーカーズ
が連携して法人を設立し、行政など関係機関と
の信頼関係が築かれてきていることや、保育
資格の有無よりも子育て経験や親子に寄り添
う姿勢を重視していることが報告されました。
　3 番目は神奈川で運送事業を展開する「企
業組合ワーコレ・キャリー」。生活クラブの野菜
配送ワーカーズからスタートし、一時は150 名
の大所帯となるものの、システム変更でメン
バーを大幅削減。新事業を開拓しながらシン
グルマザー・シングルファーザー・外国人等の
メンバーと共に歩んでいます。また、引きこもり
等の若者の就労訓練の場として横浜市から表
彰された実績もあります。
　４番目は阪神大震災を
きっかけに、介護保険事
業外の家事支援・介護
支援等、たすけあい事業
のシステムを大阪で作り
上げた「（N）ワーカーズ・
コレクティブ はんど」です。

WNJ
※
：ワーカーズ・コレクティブ・
ネットワーク・ジャパンの略

　東京・神奈川・千葉のデポーを受託するワーカー
ズが、運営方法や受託業務内容、独自の事業につ
いて語り合いました。デポーの新設には「拠点を作
る」という意味もあり、店舗の半径１km 以内にデポー
会員を最低 1,000 人に拡大する必要があるというこ
とが印象的でした。　　【報告：橋村智子（まどり）】

い手である私たちであるということです。
　続いて「たんぽぽひろば（神奈川）」と「子
育て支援ワーカーズ ぽけっとママ（北海道）」
による、地元の市町村と連携した取り組みの実
践報告、そしてWNJ 子育て支援事業拡充化
チーム座長の吉田朋子さんによる、保育関連
事業を立ち上げるために必要なポイント等を
わかりやすくまとめた提案発表がありました。
短い時間でしたが私たちの事業にとって大変
参考になるものが多く、とても有意義でした。

【報告：山本靖子（ちいさなおうち）】

　全体会では、様々な地域課題を解決
する手段として、いろいろな職種のワー
カーズが展開している事業について、６つ
の団体から報告がありました。

　２日目は、連合組織の在り方や法制度、
学生による起業プラン等、多岐に渡る８つの
分科会が行なわれ、各地の現状や課題、活
動報告など現場の声を聞くことができました。

　初めに内閣府子ども・子育て支援新制度施
行準備室の方から詳しい説明がありました。
消費税増税分を充てる社会保障費として、こ
れまでは年金・保険・医療という、主に高齢
者対象の分野に充当していたものを、子ども・
子育てにも使っていくという方向性、そして具
体的にどのような新しい制度になっていくのか
を、詳しく聴きました。しかし、国の制度はあ
くまでも「絵に描いた餅」であり、「実際に食
べられる餅」にしていくのは、各自治体と担

全国各地の地域課題を　自分たちの手で解決する！

いワーカーズ ｋｉｋｉ」の報告がありました。
　意見交換では、安定した運営資金の捻出や
人材の確保など、運営面における共通の課題
が浮き彫りに。かつてワーカーズの研究者だっ
た、泉ケ丘ホープ代表理事の中村義哉さんに
による、理念の具体化・新規入会者へワーカー
ズをどう伝えるか・世代交代のポイント・発信
の仕方・自分の将来の可能性が描けるのかど
うか等、課題解決
に向けた説得力の
あるコメントは、私
たちにとって大き
な収穫となりまし
た。【 報 告：井 端
幸子（のほろ）】

　配食を通して高齢者の生活リズムを整える
ことに奮闘する大阪のおばちゃんたちによる
「キッチンよりあい」。高齢化を迎えた地域
で、世代を問わないホームヘルプサービスや
デイサービス事業を展開する、大阪の「泉ケ丘
ホープ」。移動が困難になっても、自分の行き
たい所に自由に行けるようにと移動サービス
を提供する、神奈川の「ワーカーズコレクティ
ブどり～む」。そして北海道からは、「たすけ
あいワーカーズそよ風」の内田ひとみさんが、
2012 年に５つの団体が連携して取り組んだ
サロン事業を、そよ風の活動と共に報告しま
した。最後に、大人の部活動をイメージしたコ
ミュニティーサロンの運営や、高齢者の居場所
を行政と連携して運営する、長崎の「たすけあ
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第４分科会

「安心して暮らし続けたい・自分たちで地域をデザイン」

第６分科会

「子育ての社会化にむけて　ワーカーズ・コレクティブができること」

（N）ワーカーズ・
 コレクティブ はんど　
 代表  村尾 恵美子さん


